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2024 年の「今年の漢字」は「金」
でした。裏金問題や金銭目当ての闇
バイト強盗事件など，陰のイメージ
もありますが，一方でパリオリン
ピック・パラリンピックにおいて多
くのアスリートが数多くの金メダル
を獲得したこと，佐渡金山の世界文
化遺産登録など，陽のイメージから
も選ばれているようです。
建設業における「金」といえば，

やはり収入のことかと思います。建
設業は「人手不足の解消」「優秀な
人材の確保」などを理由に，全業界
と比較して高い平均年収となってい
ます。昨年からは時間外労働の上限
規制が建設業にも適用され，働き方
改革が進んでいます。建設業が魅力
ある産業として，変革していくこと
を切に願います。
さて，今回は記念すべき第 900 号

となりました。前回 800 号から 8年
4 ヶ月を経ての到達です。この間に
年号は平成から令和へと変わり，誌
名は「建設機械施工」と名を変えま

したが，“建設業界における時代の
要請にピントを合わせたホットな情
報を提供する”という方針は変わり
なく，大台の 1,000 号を目指し，今
後も会員の皆様に役立つ誌面作りを
続けていきます。
特集技術報文は「土工事」がテー

マです。大規模土工の工事事例や，
情報化技術を駆使した事例など，興
味深い報文を幅広く紹介しています。

また，900 号記念寄稿として，過
去の編集に携わった方々に思い出を
語って頂きました。合わせて，「記
憶に残る工事」と題して日本の大プ
ロジェクトに関する過去の報文を再
掲載させて頂きました。どれも読み
応えのある素晴らしい報文です。
これらの情報を共有することで，

本誌が安全・安心な社会基盤を構築
することの一助になれば幸いです。
「金」のように明るく輝く建設業界
を祈念します。
最後になりますが，年末の多忙な

おり，突然のお願いにも関わらず快
く原稿執筆をお引き受け頂いた皆様
に，改めて心より感謝申し上げます。
� （副島・佐藤）

【年間定期購読ご希望の方】
①書店でのお申し込みが可能です。お近くの書店へお問い合わせください。
②�協会本部へのお申し込みは「年間定期購読申込書」に必要事項をご記入のうえ FAX をお

送りください。
詳しくはHP をご覧ください。
年間定期購読料（12 冊）　10,032 円（税・送料込）

3 月号「鉄道建設技術，保線・保全技術特集」予告
・鉄道分野のカーボンニュートラルに向けた施策　・最後の渋谷駅線路切換工事が完了　・大幅
な工程短縮を実現した上路 SRC 桁（H 鋼埋込桁）の施工　・調査坑の施工情報を活用し断層破
砕帯を掘削　・列車巡視の効率化と品質向上を目的としたスマート動揺判定アプリ　・線路設備
の点検・検査の自動化と現場適用　・鉄道 ･運輸機構 建設DXビジョンロードマップ　・換気設
備遠隔監視システム導入による CBM 保守　・革新的 IoT 無線「UNISONet」が建設現場やイン
フラ保全を変える　・「てんかく忍者」～目視点検現場に忍者の目！効率・安全性の向上～　 
・鉄道向け 3 次元計測技術サービスの紹介　・ドア制御の課題を一新した新機軸の無線式ホーム
ドア連携システムの紹介　・車載式自動スロープ装置「スマートランプ」の開発　・線路内に設
備を追加せずに自動化レベルGOA2.5 を長野電鉄と実現


